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コミュニティ活動に
　　　　必要な備品が整備されました

　校内ロードレース大会は平成２４年度に復活して以降、体力と強い精神力を養うことを目的に毎年
開催し、恒例行事となっています。
　当日は保護者の方々のボランティアや、多数の地域の方の声援があり、生徒たちもタイムを縮めよう
と必死に走りました。男子は１１．３km、女子は９．１km
のコースをほとんどの生徒が無事完走することができま
した。

10月31日にロードレース大会を開催！！10月31日にロードレース大会を開催！！
横田高校の活動をお知らせする「よここうコーナー」

奥出雲町農業委員会だより

　宝くじコミュニティ助成事業は、宝くじの収入を
財源とし、地域のコミュニティの健全な発展を図る
ためのもので、（財）自治総合センターが宝くじの
社会貢献事業の一環として行っています。
　今年度、助成事業により馬木地区振興会にア
ルミステージが整備されました。なお、コミュニテ
ィ事業には、次の事業があります。

①一般コミュニティ助成事業
②コミュニティセンター助成事業
③地域防災組織育成助成事業
④青少年健全育成助成事業
⑤地域の芸術環境づくり助成事業
⑥地域国際化推進助成事業
⑦活力ある地域づくり助成事業

体制を充実して取り組んでいます
　改正農業委員会法が平成２８年４月に施行され、農地等の
利用の最適化（農地の集積・集約化、耕作放棄地の発生防
止、解消、新規参入の促進等）が法令必須業務となり、農地
利用最適化推進委員（以下、推進委員）が新設されました。
奥出雲町農業委員会は、平成２９年７月２０日から新制度に
移行し、農業委員１８名、推進委員２５名の計４３名となり
ました。

　推進委員は、総会での議決権はありませんが、「農地等
の利用の最適化の推進」について、意見を述べることがで
きます。当委員会では、毎月の総会に推進委員も全員出席
し、各議案の補足説明は地区担当推進委員が行っていま
す。
　農地取得、農地転用、農地利用権設定等の手続きで必要
となります確認書は、まず地区担当の推進委員へ提出して
確認を受けてください。

老後の備えに農業者年金に加入しませんか？
　次の３つの要件を満たす方であれば、どなたでも加入できます。
　　・年間６０日以上農業従事
　　・国民年金１号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く）
　　・２０歳以上６０歳未満
☆農業者年金の特徴は・・・
　・積立て方式で安心
　・加入・脱退も自由
　・保険料は全額社会保険料控除
　・保険料はいつでも変更できます（２万円から６万７千円）
　・農業の担い手（ただし、条件があります）には保険料国庫補助（最大５割）あり　
　・終身年金　８０歳までの死亡一時金あり
※農業者年金の内容やご相談については、農業委員会または最寄りのＪＡにお問い合わせください。

【お問い合わせ先】　奥出雲町農業委員会事務局　有線：31-5289　電話：54-2514

◆◆平成30年度宝くじコミュニティ助成事業◆◆
コミュニティ活動に
　　　　必要な備品が整備されました

【お問い合わせ先】地域づくり推進課　　有線：３１－５２６２　電話：５４－２５２４
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島根リハビリテーション学院の活動紹介 vol.１

学生が犯罪のない安全で安心な
　　まちづくりに向けた啓発活動に参加しました！

学生の声
1年作業療法学科
沖野 みゆき さん

　10月15日、奥出雲町犯罪のない安全で安心なまちづくり推進協
議会主催の街頭啓発活動に島根リハビリテーション学院の学生
20人が参加しました。
　活動に参加したのは、理学療法学科１年生の10人と作業療法学
科１年生の10人です。学生は横田蔵市、仁多ショッピングセンター
サンクスで、買い物客に啓発資材を配布し、犯罪のない安全で安
心なまちづくりを協議会の皆さんと一緒に呼び掛けました。同活
動に毎年参加しており、学生たちの安全意識も向上しています。

　島根リハビリテーション学院に入
学し、現在は奥出雲町民として生活
をしていますが、町民の一員として
安全で安心なまちづくりに対する考
えが高まりました。今後、町民と一緒
に、高齢者や小さい子供にも配慮が
できるまちづくりをするために、様々
な地域活動に積極的に参加して自
分ができることを取り組んでいきた
いと思います。

開始時オリエンテーション 配布の様子


